




・『思想』第 943号、 2002年 11月。
－『白樺』第8巻3号、第9巻9-12号、第 12巻5号、第 13巻9号
・『心』第 14巻4号、 1962年4月。


































































































































































9『宋高僧伝』（巻 5）「澄観伝Jに、 「十年、 ［澄観］就蘇州、従湛然法師習天台止観、法
華・維摩等経疏J(T50、737a15・16）としづ記事が見える。











































































































… ｜入問 ｜一 ｜日「一
伝教大師










































傍臨道場 道場記一 碑銘一巻 天台山修 天台山修
記 巻安定 梁補闘撰 禅道場碑 禅道場碑
梁粛撰 日本先来 文一巻 文一巻
九 幸氏 随身 (1099b28) 梁氏





































































































19 『伝法偶』、 『伝教大師全集』巻一、頁 470。













































































































25雀恭「『唐右補闘梁粛文集』序J（『全唐文』巻 517、頁 4903）や、 『悌祖統紀』巻 49
などに見える。
26『全唐文』巻 517・522。

















































































































































































































































































られる蘇州開元寺の， 「小石碑」 と、湛然本人の著作『法華文句記』 に基づいてい
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“T’ien-t’ai during the T’ang Dynasty: Chan-jan and 
the Sinification of Buddhism.”Ph. D dissertation, 
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